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う支えるのか、支え合うのかを考えていきた
いと語っておられました。
　ご来賓のお一人、橋村東大寺別當の挨拶を
紹介させてもらいます。「住み慣れた地域社
会」とは、たくさんの経験、記憶に彩られた
住み慣れた地域は、かけがえのない力と安ら
ぎを与えてくれる。仏教の在り方は、自分が
救われればいいのではなく誰一人取り残さず
人も自分も共に救われるという仏教では進む
べき大きな力と仰っていました。多様性を受
け入れる人と社会の環境を作っていく。様々
な分野の人が広く世界に発信されればと願っ
ていますと結ばれていました。

　今回は多くの報告、講演、分科会がありま
したがそれぞれ担当がレポートを入れてくれ
ると思います。閉会式では大会決議文が発表

愛肢連会長　荻野　義昭　
　令和6年度の全国大会は古都奈良に於いて
9月14日～15日の二日間を掛けて開催され
ました。JR奈良駅に隣接している「なら100
年会館」を会場として、全国より父母の会会
員はじめ多くの関係者が集いました。

　大会名誉会長として奈良県知事山下真さん
が挨拶されました。奈良県では令和5年4月
に「奈良県障害のある人及びその家族等に生
涯にわたりつながり続ける障害福祉の推進に
関する条例」を施行されたそうです。生涯に
わたりつながり続けることを条例にしたこと
は注目できることだと思います。
　続いて開催地である奈良市長仲川げんさん
が挨拶されました。個人、家族が複数の福祉
課題を併存している現状に平時と非常時にど

大会テーマ「住み慣れた地域で自分らしく生きる」～重層的支援体制
誰一人取り残さない社会をめざして～　参加報告

令和６年９月１４日（土）～９月１５日（日）　於：なら１００年会館

第５7回　 全国肢体不自由児者父母の会連合会
全国大会　奈良大会
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され、令和6年1月1日に発生しました能登
半島地震のような大規模災害等の非常時に
おける障がい者への支援といったところに焦
点が当てられました。障害者福祉制度はずい
ぶん進みましたが「住み慣れた地域での共生
社会」は実現していません。さらに老障介護
といった複雑化した課題も表面化してきまし
た。私たち父母の会の役割は今後もさらに大
きくなるものと思われます。
　来年度は北海道札幌で行われる予定です。

田原市　河合　伸治　
　令和６年は能登半島地震で始まりました。
愛知県は震源地から離れており、幸いにも被
害はほとんどありませんでした。しかし、詳
細な情報が入ってこない中にあっても、北陸
方面は多くの死者や負傷者、家屋崩壊など大
変な事態になっているという心配はしており
ました。

　第５７回肢体不自由児者父母の会連合会全
国大会で、松田郁夫氏の特別報告を拝聴でき
ました。そこには、悲惨な状況を目の当たり
にし、過酷な体験を強いられた者のみが語ら
れる真実がありました。
　「道路」「ライフライン」の被害は、直後
の救助作業を阻み、水や食料など生きていく
うえで不可欠な救援物資も届かず、機動力第
一の自衛隊でも現地到着に１日以上を要しま

　特別報告　令和６年度能登半島地震被災地の現状
講師　全国肢体不自由児者父母の会連合会副会長

石川県肢体不自由児者父母の会連合会会長　松田郁夫氏　

した。震災後半年以上が経過した現在でも、
完全復旧にはまだ至っていないそうです。
　「避難生活」は、７月１日現在２,０００人余
りが避難所生活を強いられ、まだ多くの人は
仮設住宅へ入居できていません。また、輪島
市と珠洲市で１４校の体育館は避難所となっ
ており、児童生徒の教育活動に支障をきたし
ているそうです。故郷を離れる子供や若者も
多く、人口の減少に拍車をかけているそうで
す。復興・復旧を進めるうえでの最大課題は
人手不足であるということでした。

　時間の制約もあり、話足りない様子であっ
た松田氏が、障害を持つ人たちの現状につい
て触れられ、１つのエピソードを語られまし
た。避難所での話です。避難所ではどうして
も不衛生な環境になりがちでウイルス対策も
あり、衛生上消毒が大事になります。やむな
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豊橋市　後藤　久代　
　OriHimeといえば、分身ロボットカフェ
で障害をお持ちの方が、まるでその場にいる
ような感じでとても楽しく仕事をし、お客さ
んもその接客方法に驚いてみたり楽しんでみ
たり…という映像を見たことがありました。
今年の夏息子が参加したキャンプで本部の方
が、OriHimeを使って他の場所で開催され
ているキャンプのお楽しみ会を体験しよう！
と誘って下さり、静岡県にいる息子は遠く離
れた岩手県一関市の出し物を見させてもらい
ました。
　きっとすぐに飽きてしまう気がすると思っ
ていたのですが、自分でタブレットを操作
し、OriHimeを使って手を振ったりさせて
いるうちに、一関の会場の人たちが手を振っ
てくれたり息子を知っている方が「こうちゃ
ん！！」と声をかけてくれ、さらに楽しくなっ
てきて、母の最初に思った残念な期待を見事
裏切ってくれました。
　その体験からちょうど一か月、吉藤氏の講
演をお聞きすることになりさらにテクノロ
ジーでさらに豊かな生活が実現するんだと

　特別講演　「誰一人取り残さない社会の実現をめざして」
　　　　　　　～コミュニケーションテクノロジーで人類の孤独を理解する～

講師　株式会社オリィ研究所　所長　吉藤オリィ氏　

いうことに驚かされました。AIロボットに
何かしてもらう、またはさせるのではなく、
「本人の意思で行う」ということにこだわら
れていました。視線入力でPC操作をするだ
けではなく、電動車いすの操作をし、自分で
行きたいところに行く。遠く離れていてもオ
ンラインボッチャで実際に自分の操作でボッ
チャボールを転がす。無限にできることが広
がりそうです。
　「できないことに価値がある」できないこ
とをできるように考える人がいる。できない
ことをAIが勝手にやるのではなく、テクノ
ロジーの力で自分でできるようにする。
　ALS患者さんは自分のベッドのところに
OriHimeを置き、視線入力で文字を打ち込
み自分の代わりに看護師さんや医師に話しか
け、病院生活にも潤いを持たせている方もみ
えました。
　高校の教頭先生は、ある日突然体がうごか
なくなり休職せざるを得なかったのですが、
生徒さんがOriHimeのことを知り、教頭先
生に使ってもらい自宅から卒業生にはなむけ
のことばを送り、一緒に拍手をして見送るこ

く避難所では下履きでの入場が制限されまし
たが、車いすは外履き扱いとされたというこ
とです。
　南海地震・東南海地震の発生が目の前に現
実に迫っている私たちには、対岸の火事では
済まされないことです。普通の人が普通の生
活ができない余裕のない状況になった時に、
障害を持つ人たちはどのように生き抜いて行
けば良いのでしょう。
　有意義な発表を拝聴できた充実感と同時
に、大きな課題を突き付けられたという感想

を持った参加者は、私だけではないと思いま
した。
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とができたそうです。その後その先生は自分
でまだできることがあると理解し、テクノロ
ジーの力を借りて活躍されています。
　吉藤氏の話を聞いていて、せっかく息子に
タブレットを与えているのに、一緒にやるの
が大変だから…と制限かけていることがいっ
ぱいだな…と反省。
　リズミカルなお話の展開、先々のことを見
据えて日々研究を重ねている吉藤氏のお話は
とても楽しく聞かせていただきました。
　OriHimeでオリィ氏と登壇されていた
SMA（脊髄性筋萎縮症）のゆーちゃんが
OriHimeのパイロットとして仕事ができる
ようになって変わったことは？の問いに「や
る気がでてきた、挑戦する気持ちが芽生え

た、資格取得の勉強を始めた、人間関係の幅
が広がった」と答えていました。障害があっ
ても、それぞれの役割をもって生きていくこ
とはとても日々の生活と気持ちを潤していく
のだと感じました。

株式会社オリィ研究所　吉藤オリィ
↓

岡崎市　荻野　義昭　
　奈良時代の医療福祉。この時代にも医療福
祉という考えがあったのかと、驚くやら期待
するやらと言う気持ちで狹川長老のお話に耳
を傾けました。長老になられる前は東大寺
の別当（一番偉い人）を２期６年勤め上げら
れたとても高貴な方です。その話し振りは、
漫談のような笑いから始まりました。いくつ
もの笑いの中には東大寺別当だからこそ体験
できるお話がちりばめられていました。東大
寺は昭和３０年に「東大寺整肢園」を開設し
肢体不自由児施設・重症心身障害児（者）施
設として肢体不自由児者のために尽力してい
ることを教えてくれました。これは遡ること
1250年前、聖武天皇のお后の光明皇后が今
の福祉施設にあたる悲田院や施薬院を建て
て、人びとのために尽くされたことがその根
幹にあります。光明皇后はお子様が夭折さ
れ、そのお心には人びとを救いたいという

　記念講演　「奈良時代の医療福祉体制」
講師　東大寺長老・東大寺総合文化センター総長　狹川普文　

気持ちが強かったのだと思います。聖武天皇
は全ての生き物が栄えることを願っていたそ
うです。その現われの一つが盧舎那仏（大仏
様）を建立する事だったようです。「東大寺
整肢園」は現在「東大寺福祉療育病院」とし
て治療に当たっています。
　では、奈良時代はどのような事を行ってい
たのでしょうか。重度身体障害者には食料の
支給だけではなく長官らが出向いて慰問し湯
薬を与えるよう指示をしていますし、重度の
場合は介護人を世話するともなっています。
また、高齢者･疾病･孤独など程度によって
税の免除が決められていたそうです。高齢者
の場合80才以上は一人の介護者、90才以上
は二人の介護者、100才以上ならば五人まで
介助者が認められていたと言うことで今より
も進んでいたのではないでしょうか。
　東大寺の福祉事業とはどのような考えの基
に行われたのでしょうか。そこには福田（ふ
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くでん）の考えがあります。それは国民全員
が医療福祉の支援を受け取れる考えであり、
一人の高僧が行うものではなく修行者が徳を
施し在家者が布施を説くとしています。個で
はなく全体を考えることと理解して良いと言
われていました。
　現代における福祉と防災についてもお話し
になりました。地震、豪雨等が発生し被災し
た人たちの避難場所や経路について問題点
を語っておられます。その中でイタリアの例
を教えてもらいました。イタリアでは「市民
保護局」が避難場所の設営や生活支援を主導
します。災害後48時間以内に避難所にベッ
ド、仮設トイレ、食堂を準備・提供すること
が法律で定められているそうです。公だけで
なく災害ボランティア団体が公的備蓄倉庫を
持っており、早ければ災害当日に設置される
そうです。日本と異なるのは被災地の自治体
が頑張るのではなく、近隣の行政が速やかに
支援する点です。様々な業種の職能ボラン
ティアが被災地に派遣され、彼らは最大7日
間の給与、交通費、保険が支給・保護されて
います。
　避難場所の問題も提起されていました。避
難所は学校という日本の常識は、子どもの教
育を受ける権利を侵害するというものです。
　災害弱者をどう守るのか。これに対する大
学教授のコメントを紹介してくれました。
　東日本大震災では在宅支援が進んでいた所
ほど災害死が多かったと聞き、とてもビック
リしました。これは平時の支援のみで緊急
時の観点が欠如していたということのようで
す。また、能登半島地震では福祉と防災の分
断が浮き彫りになり高齢者や障がい児者等を
受け入れる施設が充分に無く、広域避難を余
儀なくされたそうです。福祉事業者も入居者
の広域避難を業務計画書で想定していなかっ
たそうです。避難計画など平時に計画するも
のは体験した人でないと分からない事が多く

あると思います。そういう知見をどのように
引き出して将来の防災に繋げられるかは、私
たちが生き残る上で大きな影響を与えるもの
と感じました。
　最後に狹川長老は、お寺の活用についてお
話しになりました。奈良県肢連では以前より
奈良の5大寺院と繋がり、狹川長老などの
書を販売する事業を行っています。高僧の書
かれた書は多くの方に購入いただき、その売
り上げは奈良県肢連の活動に活かされている
そうです。狹川長老は是非参加された方達の
地元のお寺に話しを持って行き、協力しても
らって欲しいと言われていました。私たちの
活動を支援いただける宗教法人もあります。
更なる私たちの活動を知ってもらう為には、
耳を傾けてくれる団体に声を掛けるのも良い
契機になるのかと感じました。
　１時間ほどの講演でしたが終始笑いの絶え
ない話の中鋭い指摘があり、楽しい中にも考
えなくてはいけない内容があり、笑いながら
うなずきながらというひとときを過ごさせて
もらいました。
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豊橋市　後藤　久代　
　“誰一人取り残さない防災…、みんなで助
かる防災“をおおきなテーマとして、どうし
たらみんなが一緒に助かるのか？大切なのは
「災害時個別避難計画」である…ということ
で各講師よりお話がありました。

　基本となることは「災害時個別避難計画」
を確立させること。みんなが事前に作成でき
ていること。それが減災につながる。九州の

　第二分科会　パネルディスカッション
　　　　　　「インクルーシブ防災」　～みんなで助かる防災を考えよう～
� コーディネーター　兵庫県立大学大学院　減災復興政策研究所　准教授　　　　　　松川　杏寧　氏
� パ ネ リ ス ト　石川県肢体不自由児者父母の会連合会　会長　　　　　　　　　松田　郁夫　氏
　� 　一般社団法人福祉防災コミュニティ協会　福祉防災上級コーチ　湯井恵美子　氏
� 尚絅大学短期大学部　総合生活学科　講師　　　　　　　　　　吉村 千恵 氏

別府市のものを参考にして内閣府からはガイ
ドラインがでたばかりのため、まだまだ進ん
でいない自治体の方が多い…。そんな中、先
月は南海トラフ地震注意情報が発令されたば
かり。
まず、防災、減災としては
①災害時個別避難計画の作成
②災害用備蓄
③常日頃から真剣に取り組む「避難訓練」
この３つの事が一番大事だとのことでした。

田原市　河合　文江　
　コーディネーターの天理大学准教授の八木
先生は１４歳から車椅子生活になったそうで
す。当時は、家族で外食へ行くと入店を拒否
され、電車の乗車も出来ず、社会の差別や無
理解に苦労したそうです。当事者が社会に根
気よく訴え続けて行く必要性を痛感いたしま
した。
　シンポジストは西宮市社会福祉協議会副理
事長の清水氏ですが、マニュアル的な「サー
ビス利用計画」ではなく、本人を囲んで関係
者を一堂に会し、必ず本人の意見を第一に
計画書を作成するものとしているそうです。
「本人中心支援計画」は西宮市内全域で進め

　２日目　第一分科会　「住み慣れた地域で自分らしく生きる」
� コーディネーター　バリアフリー研究所　所長　　　　　　　　　　　　　　　　　八木　三郎　氏
� シ ン ポ ジ ス ト　社会福祉法人西宮市社会福祉協議会　副理事長　　　　　　　　清水　明彦　氏
� 公益社団法人　京都市身体障碍児者父母の会連合会　事務局長　　　　　　　　
� 重度障害者通所介護じゅらく　所長　　　　　　　　　　　　　久門　　誠　氏
� 社会福祉法人　わたぼうしの会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
� たんぽぽ生活支援センター相談支援専門員　　　　　　　　　　内山　尚子　氏
� 奈良県肢体不自由児者父母の会連合会　会長　　　　　　　　　前田　妙子　氏

られ、本人の「気の合うヘルパーさんとカラ
オケに行きたい」などの希望を聞いて支援に
取り入れるそうです。本人の意見を第一にし
ている「本人中心支援計画づくり」のお話は
大変勉強になりました。
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※防災と減災の違いは？※
防災…自然災害を未然に防ぐこと、また災

害による被害防ぐための備え（ハー
ド面整備の対策）

減災…災害は起こるものとし、災害弱者や
地域などにおいて社会の脆弱性をな
くして被害を最小限に抑える備え。

　石川県肢連松田会長からは大会初日に石川
県の被災状況のお話が画像を交えてお話があ
りました。分科会では避難所についてのお
話もありました。福祉避難所を開設するにあ
たって、指定されてない事業所なども入所
者、被災障害者、健常者を受け入れるところ
もあったそうで、指定されていてもいなくて
も、職員自身も被災されていて介護者不足と
なってしまい、県外から応援で来ていただい
たことでなんとか機能させていたとこのと。
また、松田会長は全肢連の立場から個別避難
計画の必要性も訴えられていました。

　避難計画を作成するにあたり、避難先を一
つにとどめるのではなく、選択肢をいくつか
もっておくことが重要。実際に被災した場
合、そこが避難所として機能してない場合が
あったり、移動手段がなくて行くことができ
ない場合もある。公共の避難所だけでなく、
親戚知人などもたよれるようにしておくこと
が必要であるとのこと。このテーマについて
は、本年度地域指導者育成セミナーにおいて
も討論されるとのこと。

　吉村先生はもともと東日本大震災の年、タ
イの大洪水の災害について、災害弱者と言わ
れる人たちが金銭的問題や障害において避難
することが困難であり、水害の中逃げずに諦
めていた現状を目の当たりにし、防災の取り
組みの研究を始められたそうです。
　平成28年熊本地震の半年前、たまたま熊
本の大学で炊き出し訓練を学生と行いまし
た。それについては学生の炊飯能力があまり
なく、成功はしなかったとのこと。それでも
そういった経験が発災時に生かされ、学校で
は高齢者、障害者の受け入れ等も行えまし
た。しかしながら、高齢者障害者の受け入れ
に際しては持続可能な介助者の確保が必須で
あり、「ヒューマンネットワーク熊本」とい
うNPO団体のおかげでそれも可能となった
そうです。

　ご自身に知的障害の息子さんをもつ湯井さ
んは、大阪を中心に防災アドバイザーとして
活躍されています。
　やはり避難所については自分で複数個所の
選択肢も持っている必要があるといわれてい
ました。避難所までの移動手段はどうするの
か？自分で行けるのか、家族が担うのか、頼
れる支援者がいるのか？その後の情報収集は
どうやって行うのか？声をかけてくれる人が
いるのか？視覚・聴覚障害の人はどのように
情報収集をするのか？
　今はLINE等を使う方法もあります。その
後の支援体制をどうするのか？事前に考えて
おく必要のあることが山ほどあります。個別
避難計画については、できることなら特別支
援学校で「個別の支援計画」作成時に盛り込
んでおき、卒業後も継続してそれを更新して
いく方法が一番理想的であるため、学校にも
働きかけを行っているそうです。
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　細かなサポートブックがあることも大切で
すが、まずは誰がみても簡潔でわかりやすい
SOSカード（奈良県肢連作成…画像参照下さ
い。）や石川県肢連のヘルプカードの紹介も
ありました。SOSカードは実際に記入し使用
できるものも何枚かいただいてきました。参
考にされたい方は当方にご連絡いただければ
差し上げられると思います。ヘルプカードに
ついては、松田会長よりQRコードを使用し
てスマホで読み取れる形のものも作っていこ
うと思っているとのことでした。

　わたし自身は息子の主治医に、災害用には
一か月分の薬を確保しておいた方がいいと言
われ、自宅には次の診察日（処方箋発行日）
が来ても３週間分の薬を確保。常用する車い
すには背もたれ外側に大きなポケットを作っ
てもらってあるので、そこには「マスク、消
毒、小さな羊羹、バンドエイド等」を入れた
100均の水筒、自宅の鍵、保険証のコピー、
１週間分の常用薬を忍ばせ、ヘルプマークを
車いすにつけてそこに自作のQRコードを付
け読み取ってもらえばクラウドストレージに
ある本人の情報（連絡先含）がみてもらえる
ようにしてある。そして、南海トラフ地震臨
時情報が出たときには、さらに水500mlを１
本追加してみました。
　これについては災害時にはもちろんです
が、母親のわたしと外出時に、わたしが病気

等で突然倒れて意識がなくなってしまった場
合を想定する必要がある年齢だな…と自覚し
た時から始めました。今回この第二分科会に
参加して、いろいろなことを想定して準備し
ておくことが本当に大切であることがわか
り、自分がやりすぎなのか？と思っていた不
安が解消できました。
　ただ、自分自身もまだまだ足りないことが
あり、まずは相談員、利用している事業所全
てが統一した情報を持っていてもらえるよ
うやはり「個別避難計画」については確立さ
せていかなければいけないと再確認できまし
た。
　明日来るかもしれない災害時、息子が避難
や支援が受けられないかもしれない…という
恐怖が少しでも安心につながるように…。

編集より
　第2分科会で石川からの報告を感心しなが
らも、さてわが身は？と問いつつお聞きして
いました。この全国大会の後、9月22日に
能登地方を豪雨が襲いました。復興している
途中、また半年以上が過ぎ、ようやく自宅に
戻られた方もいたことでしょう。被災された
方々のお気持ちはいかばかりかとお察しいた
します。一日も早く平穏な日々が過ごせます
ようお祈り申し上げます。
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名古屋ブロック療育キャンプ
� 令和6年8月31日（土）

名古屋市　松岡美由紀　
　令和6年8月 31日（土）に〈浜松・ブド
ウ狩りとホテルオークラ・桃花林のランチの
んびり旅〉に行く予定でしたが、ノロノロ台
風 10号により中止になりました。中止で終
わるのは…と思い次の計画を立てました。〈中
小田井でブドウ狩りをしませんか？〉9月7
日（土）サンホープ名古屋の2階食堂にての
案内をお知らせしました。当日は 11組の親
子の参加がありました。

　まずはサンホープ
の玄関先でブドウ狩
りを…。シャインマ
スカットと巨峰を
ひとりひとりはさみ
を使って取ってもら
い、2階に。
　食後研修会では
「台所から始まるシ

ンプルエコ」「防災について」を行いました。
光熱費や食品価格の高騰が家庭を直撃する
今、節約やエコに目を向けられる良い機会と
なりました。無駄にしないでエコを心がける
こと。無理せずちょっとしたアイデアで一歩
ずつ。買い物では写真を撮ってダブり買いを

名古屋市　宍倉　裕子　
　私は北区の父母の会の行事には参加させて
もらっていますが、今回初めて名古屋市の父
母の会に参加させてもらいました。本当はブ
ドウ狩りにバスに乗っていく予定だったけ
ど、台風の影響で中止になり、サンホープさ
んをお借りしてみんなで食事してビンゴゲー

防止、そしてお得に負けない。毎日ではなく
3日分くらいをまとめ買いする。調理は電子
レンジを利用したり…。食材は冷凍保存で無
駄なく活用。いつでも使えて便利等々学びま
した。いつもの当たり前を振り返ってみて、
見直してみたいと思いました。
　防災では 2024 年8月9日に宮崎県南部で
震度6弱が起き「南海トラフ地震臨時情報（巨
大地震注意）が初めて発表されました。日ご
ろから地震への備えを再確認しましょうとお
話がありました。
　研修会の後は、お楽しみのビンゴ大会です。
　短い時間でしたが、皆さんには楽しんでい
ただけたと思います。ありがとうございまし
た。最後においしいシャインマスカット？を
お渡しして解散しました。
　急なお願いにもかかわらず、場所を提供し
てくださいましたサンホープ名古屋の皆様に
お礼申し上げます。ありがとうございました。

ムをして楽しかったです。今年に入って私の
父が亡くなり、不幸が続いてつらかったけど、
今日は以前サンホープで一緒に働いていた友
達にも会えてうれしかったです。また参加さ
せてもらえたら良いなと思いました。ありが
とうございました。

名古屋療育キャンプに参加して
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西尾張療育キャンプ
� 令和６年７月21日　名古屋市科学館・昭和日常博物館・ホテルバイキング

名古屋市　石井あゆみ　
　台風の影響で日帰り旅行は中止になりまし
た。でもその代わりに室内でゆっくり代替え
イベントを行いました。紙のブドウ狩りを
やったり、おいしい昼ご飯を食べたり。
私が印象的だったのは、冷蔵庫の中をスマホ

一宮市　久藤　紀世　
　今日は大人二人、子供二人の4人で参加させ
ていただきました。とても暑い日でしたが、バ
スガイドさんや添乗員さん、父母の会の皆さん
のおかげで、楽しい一日を過ごすことができま
した。
　名古屋市科学館のプラネタリウムは、行く前
から楽しみにしていました。特別展の「毒」も
見てまわりました。クイズラリーもあり、勉強
しながら楽しめるのもよかったです。ホテル
JALシティ名古屋錦でのランチビュッフェも楽
しみにしていました。すべての料理がとてもお
いしかったです。ホテルの方々にも親切にして

　今回は車椅子から移乗のできない車椅子の
方を優先して参加していただきました。バス
は 40人乗りリフトバスを2台チャーターし
ましたが、固定の車椅子は6台までという制
限があり、申し込みは9台でしたが、3人の
方々にはチャイルドシートを一般座席に備え

で取り、フードロスをなくすことでした。こ
れなら出来ると思いました。その後のビンゴ
大会なども楽しかったです。たまには室内で
ゆっくり楽しく過ごすのもいいと思いまし
た。

いただき、感謝の気持ちでいっぱいです。
　昭和日常博物館は初めて行きました。今では
見たことも使い方もわからない物もあって、時
代が変わったなとすごく感じました。
　今回の療育キャンプに参加された皆さん、車
椅子の子どものために次の行動を待っていてく
ださり、ありがとうございました。家族で旅行
に出かけることが難しいので今まで出かけるこ
とが無かったけれど、こうして皆さんの力をお
借りして出かけることができるので、とてもう
れしいです。本当にありがとうございました。
また、このような機会があれば、ぜひ参加した
いです。

るなどの対応をしていただき、何とか出発す
ることができました。夏休みで名古屋市科学
館のプラネタリウムは早朝から大行列でした
が、前もって団体予約がしてあり、また車い
す席も特別に用意してもらうなどのおかげで
スム－ズに入場することができました。

西尾張療育キャンプに参加して
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春日井市　田中　雄志　

　昭和日常博物館へ行き、昭和の名車を見れ
てよかった。ホテルバイキングでは、たくさ
ん食べました。おいしかったです。名古屋市
科学館ではプラネタリウムを見ました。でも
寝てしまいました。ちなみに、母は素敵なナ
レーターに酔いしれ、満天の星を楽しむこと
ができたとのことです。僕はまた、こういう
体験がしたいです。

「医療的ケア児支援部会」出席報告「医療的ケア児支援部会」出席報告
令和６年７月２日　県自治センター　江南市　村瀬晴美

表題の自立支援協議会に出席しましたので、その概略を報告します。

１．医療的ケア児（者）の実態把握について
目　　的　愛知県内で暮らす医療的ケア児者の対象者数及び生活状況や支援ニーズを把握

し、市町村の施策・計画の基礎とするほか、県全域の実態把握を行う。
調査時点　令和７年４月１日
調査対象　調査時点（令和７年４月１日時点）で、愛知県内に住所を有して在宅生活してお

り、日常生活及び社会生活を営むのに恒常的に医療的ケアを必要とする者のう
ち、調査時点で下記の医療・支援・サービスを利用している児者。但し４０歳未満
（昭和６０年４月２日以降に生まれた方）を調査対象とする。

人工呼吸器管理（排痰補助装置含む）、気管切開の管理、鼻咽頭エアウェイの管理、
酸素療法、たんの吸引（口鼻腔、気管カニューレから）、ネブライザー（薬液吸
入）、経管栄養（胃ろう、腸ろう、経鼻）、中心静脈栄養（ＩＶＨ）、皮下注射（イ
ンスリン）、血糖測定、腹膜透析、導尿、人工肛門、摘便、洗腸

２．医療的ケア児関連事業の実施状況について
⑴各圏域及び教育委員会に協議の場を設置（１２カ所）
⑵医療的ケア児支援センターの医療的ケア児等コーディネーターの配置状況
・７ヶ所の医療的ケア児支援センターに計２１名
⑶医療的ケア児等アドバイザー事業の活動実績
・アドバイザーは１１法人１２名に委託
　相談件数 １８４件（令和４年度 １０１件）

3.医療的ケア児通学支援モデル事業及び医療的ケア児校外学習付添モデル事業について
⑴通学支援モデル事業について
　２０２４年度は名古屋特別支援学校、港特別支援学校をモデル校として実施し、将来的な全県
での実施等に向けた検証を行う。
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⑵校外学習付添モデル事業について
　県立特別支援学校において、医師の指示により看護師の付添があれば保護者の付き添い
なく参加が可能となる児童生徒の校外学習の実施にあたり、看護師の付添体制の構築を図
る。２０２４年度は豊橋特別支援学校、ひいらぎ特別支援学校をモデル校として実施し、将来
的な全県での実施等に向けた検証を行う。

4.私立幼稚園における医療的ケア看護職員配置事業について
・私立幼稚園における医療的ケア看護職員等の配置に要する経費について、国の補助に県独
自で上乗せし、費用負担を軽減することで、医療的ケアの環境整備を促進します。（予算
１４,０００千円）補助率は国（文科省）、県、市町村各１/３ずつ負担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録はこちら　→　　

南海トラフ地震　～その日が来たら～南海トラフ地震　～その日が来たら～
　「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」の情報発表時に適切な防災対応をとっていただけ
るよう、情報の概要やとるべき防災対応等についてまとめられた資料についてお知らせします。
●内閣府政策統括官（防災担当）HP より

●内閣府・気象庁作成資料
リーフレット「南海トラフ地震
　　　　　　　 －その時の備え－」

マンガ冊子「南海トラフ地震
　　　　　　その日が来たら…」

愛知県　防災危機管理課作成資料


